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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第140期

第２四半期連結
累計期間

第141期
第２四半期連結
累計期間

第140期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 6,994 4,998 12,634

経常損失（△）（百万円） △604 △127 △768

四半期(当期）純損失（△）（百万円） △1,005 △161 △1,277

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△1,006 △163 △1,275

純資産額（百万円） 1,527 1,093 1,257

総資産額（百万円） 13,463 11,081 12,192

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△）

（円）
△33.49 △5.36 △42.52

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 11.3 9.9 10.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△782 △59 △512

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
885 247 905

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
27 △358 △50

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
1,310 1,351 1,522

　

回次
第140期

第２四半期連結
会計期間

第141期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △26.73 △2.38

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標については記載しておりま

せん。

　　　　２．売上高には消費税等は含んでおりません。

　　　　３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　 
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

（継続企業の前提に関する重要事象等について）

　当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、営業損失、経常損失の計上が継続しており、継続企業の前

提に関する重要事象等ととらえておりますが、事業構造の継続的な改革や所有不動産の有効活用等により、継続企業

の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。

　なお、具体的な取り組みについては「３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」をご参照くださ

い。　

　 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。　

　　　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。 

 

 （1）業績の状況　

  当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、回復に向け緩やかに持ち直しつつあるものの、欧州金融危機や中

国など新興国経済の減速、長引く円高・株安等による景気の下振れ観測が根強く、先行が依然不透明な状況で推

移いたしました。 

  鉄鋼業界におきましても、国内外ともに需給は総じて軟調に推移し、鋼材市況も低迷するなど、厳しい状況が続

いております。 

  このような経済状況に対処すべく、当社グループは、鉄鋼製品事業において、昨年度立ち上げたみがき帯鋼事業

およびエンボス製品、加工品事業に集中する新体制の下で特長商品・サービスの拡充・拡販とコスト削減に取組

んでまいりました。固定費の削減等コスト改善は着実に進展しているものの、みがき帯鋼・ステンレスともに実

需が低迷し、受注がなかなか回復しない状況が続いております。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,998百万円（前年同期比28.5％減）、営業損失45百万円（前

年同期営業損失528百万円）、経常損失127百万円（前年同期経常損失604百万円)となり、これに43百万円の特別

損失を計上し、四半期純損失は161百万円（前年同期四半期純損失1,005百万円）となりました。

　なお、売上高が前年同期と比べ減少しているのは、事業構造改善のためステンレスの国内販売事業の譲渡および

めっき事業からの撤退をしたことによるものです。

　　

 　　　 セグメントの業績は次のとおりであります。

鉄鋼製品事業

　当社グループの主要事業である鉄鋼製品事業においては、みがき帯鋼の自動車・家電向け等の受注が想定のレ

ベルまで戻らず、ステンレスでも市況下落・需要低迷の状況が続き、構造改革によるコスト改善は進展している

ものの、まだ厳しい状況が続いております。

　その結果、事業全体の売上高は4,935百万円(前年同期比28.8％減）、経常損失は154百万円（前年同期経常損失

624百万円）となりました。

　

不動産事業

不動産事業の売上高は62百万円(前年同期比4.0％増）、経常利益は27百万円(前年同期比35.1％増）となりま

した。

　　(2）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,351百万円となり、前

連結会計年度末に比べ170百万円減少いたしました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は59百万円（前年同期は782百万円の使用）となりました。これは主に、税金等調

整前四半期純損失171百万円、事業構造改善に伴う支出360百万円、仕入債務の減少204百万円に対し、減価償却費

222百万円、棚卸資産の減少額185百万円、売上債権の減少178百万円によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は247百万円（前年同期は885百万円の獲得）となりました。これは主に投資有価

証券の売却による収入259百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は358百万円（前年同期は27百万円の獲得）となりました。これは主に長期借入金

の返済による支出326百万円によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

      当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

（4）研究開発活動

　　　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、０百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（5）重要事象等について 　

当社グループにおいては、継続企業の前提に関する重要事象等を解消すべく、次のような取り組みを実施して

おります。

当社は、昨年度、不採算事業であるステンレスの国内販売事業の譲渡およびめっき事業からの撤退を断行し、売

上高は減少いたしましたが、収益力のあるみがき帯鋼事業およびエンボス製品、加工品事業に集中する新事業体

制を立ち上げました。その収益改善効果により、第２四半期連結会計期間（平成24年７月～９月）において営業

利益は黒字化し、経常利益はその赤字幅が着実に縮小しており早期の黒字化を実現してまいります。

また、引き続き所有不動産の有効活用により利益面、資金調達面での下支えを行い、財政状態の維持・強化につ

いても万全を期してまいります。

このような施策により、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。  
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                 普通株式 120,320,000

計 120,320,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

   普通株式           30,080,000 30,080,000
    東京証券取引所

    （市場第二部）

単元株式数

1,000株

計           30,080,000          30,080,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年７月１日～　

　平成24年９月30日
－　 30,080 －　 1,504 －　 －　
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

新日鐵住金ステンレス株式会社　 東京都千代田区大手町二丁目６－１    9,222       30.66

三井物産株式会社　 東京都千代田区大手町一丁目２番１号　    5,000       16.62

株式会社大谷製作所　 新潟県燕市吉田下中野１４６２      1,550     5.15

株式会社みずほコーポレート銀行

　
東京都千代田区丸の内一丁目３番３号　    536     1.78

日本土地建物株式会社　 東京都千代田区霞が関一丁目４番１号　    505     1.68

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社　 東京都中央区日本橋一丁目４番１号　    500     1.66

窪田正史　 東京都北区　    500     1.66

有限会社サイトー商店 東京都文京区西片二丁目12番18号　    312     1.04

株式会社損害保険ジャパン　 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号　    266     0.88

岡谷鋼機株式会社　 愛知県名古屋市中区栄二丁目４番18号    250     0.83

計 －       18,641      61.97

 

（７）【議決権の状況】

　　　①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　    48,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  29,940,000       29,940 －

単元未満株式 普通株式　    92,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数          30,080,000 － －

総株主の議決権 －       29,940 －

　（注）「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数２個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

高砂鐵工株式会社
東京都板橋区新河岸

一丁目１番１号
     48,000 － 48,000 0.16

計 －    48,000 －  48,000     0.16

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１） 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,577 1,406

受取手形及び売掛金 3,185 3,006

商品及び製品 741 570

仕掛品 563 594

原材料及び貯蔵品 409 349

繰延税金資産 26 17

その他 484 94

貸倒引当金 △59 △56

流動資産合計 6,929 5,983

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,462 1,417

機械装置及び運搬具（純額） 2,826 2,714

土地 642 642

その他（純額） 45 47

有形固定資産合計 4,977 4,822

無形固定資産 51 47

投資その他の資産

投資有価証券 112 94

長期貸付金 4 4

繰延税金資産 60 81

その他 233 90

貸倒引当金 △178 △43

投資その他の資産合計 233 228

固定資産合計 5,262 5,098

資産合計 12,192 11,081
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,922 2,717

短期借入金 5,773 5,590

リース債務 56 64

未払法人税等 2 5

未払消費税等 55 4

賞与引当金 45 45

事業構造改善引当金 26 21

その他 632 225

流動負債合計 9,515 8,674

固定負債

長期借入金 230 85

リース債務 368 375

繰延税金負債 3 2

退職給付引当金 696 727

役員退職慰労引当金 68 70

資産除去債務 30 30

その他 20 20

固定負債合計 1,418 1,312

負債合計 10,934 9,987

純資産の部

株主資本

資本金 1,504 1,504

利益剰余金 △241 △402

自己株式 △6 △6

株主資本合計 1,256 1,095

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1 △1

その他の包括利益累計額合計 1 △1

純資産合計 1,257 1,093

負債純資産合計 12,192 11,081

EDINET提出書類

高砂鐵工株式会社(E01275)

四半期報告書

10/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 6,994 4,998

売上原価 6,612 4,549

売上総利益 382 448

販売費及び一般管理費 ※1
 911

※1
 494

営業損失（△） △528 △45

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

助成金収入 11 10

その他 14 13

営業外収益合計 25 24

営業外費用

支払利息 80 81

その他 20 24

営業外費用合計 101 106

経常損失（△） △604 △127

特別利益

固定資産売却益 ※2
 733 －

特別利益合計 733 －

特別損失

固定資産除却損 1 －

事業構造改善費用 ※3
 997 －

事業整理に伴う精算金 － 43

特別損失合計 998 43

税金等調整前四半期純損失（△） △869 △171

法人税、住民税及び事業税 4 1

法人税等調整額 131 △11

法人税等合計 135 △10

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,005 △161

四半期純損失（△） △1,005 △161
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,005 △161

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △2

その他の包括利益合計 △0 △2

四半期包括利益 △1,006 △163

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,006 △163

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △869 △171

減価償却費 235 222

売上債権の増減額（△は増加） 432 178

たな卸資産の増減額（△は増加） △40 185

仕入債務の増減額（△は減少） △721 △204

固定資産売却損益（△は益） △733 －

有形固定資産除却損 1 0

投資有価証券売却損益（△は益） － △1

事業構造改善費用 997 －

事業整理に伴う精算金 － 43

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54 30

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △20 0

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 80 81

その他 △35 14

小計 △608 384

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △84 △82

法人税等の支払額 △54 △0

事業再構築に伴う支出 △19 －

事業整理に伴う支出 △3 －

事業構造改善に伴う支出 △12 △360

営業活動によるキャッシュ・フロー △782 △59

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △112 △13

有形固定資産の売却による収入 740 －

有形固定資産の売却に伴う支出 △0 －

投資有価証券の売却による収入 258 259

無形固定資産の取得による支出 △0 －

その他 0 1

投資活動によるキャッシュ・フロー 885 247

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 677 △1

長期借入金の返済による支出 △628 △326

リース債務の返済による支出 △20 △30

配当金の支払額 △1 －

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 27 △358
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 130 △170

現金及び現金同等物の期首残高 1,179 1,522

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,310

※
 1,351
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

  当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し　た

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる、損益に与える影響は軽微であります。 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形割引高 695百万円 580百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なものは次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

製品発送費 173百万円 143百万円

従業員給与 156 89

賞与引当金繰入額 23 15

退職給付引当金繰入額 51 28

役員退職慰労引当金繰入額 10 10

貸倒引当金繰入額 209 0

 

※２．固定資産売却益のうち主要なものは次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

土地 733百万円 －百万円

 

※３．事業構造改善費用のうち主要なものは次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

減損損失 480百万円 －百万円

棚卸資産評価損 439 －

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,365百万円 1,406百万円

預入期間が６ヵ月を超える定期預金 △55 △55

現金及び現金同等物 1,310 1,351
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　　   　     　　    (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

鉄鋼製品事業 不動産事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 6,934 60 6,994 － 6,994
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 6,934 60 6,994 － 6,994

セグメント利益又は　セ

グメント損失（△）
△624 20 △604 － △604

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。

　　　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「鉄鋼製品事業」セグメントにおいてステンレス事業（一部）の事業譲渡およびめっき事業撤退の決定に伴い、減

損損失（特別損失）を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、第２四半期連結累計期間においては480百

万円であります。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　　   　     　　    (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

鉄鋼製品事業 不動産事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,935 62 4,998 － 4,998
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 4,935 62 4,998 － 4,998

セグメント利益又は　セ

グメント損失（△）
△154 27 △127 － △127

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。

　　　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △33円49銭 △5円36銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（百万円） △1,005 △161

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（百万円）
△1,005 △161

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,035 30,031

　　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在せず、また１株当たり四半期純損失金

額であるため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月12日

高砂鐵工株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　洋　史　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣　田　剛　樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 桒　野　正　成　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高砂鐵工株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高砂鐵工株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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